
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ  

2014 九州 PC カンファレンス開催案内 

CIEC 研究会開催案内 

 

会 員 状 況  
◆ 個 人 会 員 ◆            ◆ 団 体 会 員 ◆  

教員 598   大学職員 20   企業 33   生協 53 

院生 57   学生 7   大学 1   高校 1 

生協職員 53   企業 7   法人 1     
 

研究員 29   その他 45             
 

 ( 2 0 1 4 年 9 月 3 0 日 現 在 )  

Oct 2014 

No 58 

NewsLetter CIEC 
コンピュータ利用教育学会 

2014 九州 PC カンファレンス in APU 

テーマ：おんせん県おおいたで考えるグローバル教育 

日時：2014 年 11 月 8 日（土）13：00〜9 日（日）12：30 

会場：立命館アジア太平洋大学 Ｈ棟（全体会会場） 

【企画内容】 

11 月 8 日（土） 

基調講演・シンポジウム・特別報告・メーカーブース・懇親会 

11 月 9 日（日） 

分科会 

※詳しくは http://kyushu.seikyou.ne.jp/pcc/  

 

CIEC 第 103 回研究会 

テーマ：「スマートデバイスの教育活用への可能性」 

日時： 2014 年 11 月 9 日（日）13：00～17:00 

場所：東京学芸大学附属高等学校 

※詳しくは http://www.ciec.or.jp/ja/study/info_ciec103.html 

 

CIEC 第 104 回研究会 

テーマ：地域連携と学びへの支援 

日 時：2014 年 12 月 13 日(土) 10:00～18:00 

会 場：椙山女学園大学星ヶ丘キャンパス  

※詳しくは http://www.ciec.or.jp/ja/study/info_ciec104.html 

1.2014PC カンファレンス報告 

  開催日：2014 年 8 月 8日（金）～10 日（日） 

  会 場：札幌学院大学 

 

2.CIEC 研究会報告 

  ◆第 99 回研究会報告 

  テーマ：iBooks Author で作るインタラクティブなデジタルハンドアウト 

  開催日：2013 年 12 月 14 日(土)  

 

  ◆第 100 回研究会報告 

  テーマ：e-Learning における数式自動採点の可能性 2 

  開催日：2014 年 2 月 22 日(土)  

 

  ◆第 101 回研究会報告 

  テーマ：機械翻訳との上手なつきあい方 

  開催日：2014 年 3 月 8日(土)  

 

  ◆CIEC 春季研究会 2014 

  開催日：2014 年 3 月 22 日(土)  

  会 場：大学生協杉並会館 地下会議室 

 

  ◆第 102 回研究会報告 

  テーマ：高大接続で繋がる学びとは、何か 

  開催日：2014 年 6 月 22 日(日)  

 

3.CIEC 活動日誌 

 

C O N T E N T S  

1 2014PC カンファレンス報告 

        

2  CIEC 研究会報告  

   

3  CIEC 活動日誌 
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(敬称略) 

 

今年の PC カンファレンスは開催校である札幌学院大学の

全面的なご協力で開催されました。小中高教員，大学教職員，

大学生協職員，学生，企業や NPO など幅広い分野から参加登

録 741 名，無料参加企画への参加者多数で盛会のうちに終了

いたしました。基調講演，シンポジウム，セミナー，分科会

報告などを通じて互いに学び，交流を深めることができまし

た。来年度以降の PC カンファレンスの開催に向けて，さら

に多くの方に参加していただけるように益々魅力のあるも

のへと充実させていきます。 

 

開催テーマ：「地方」教育の未来を創る 

開催日時：2014 年 8 月 8 日（金）9 日（土）10 日（日） 

開催場所：札幌学院大学 

公式サイト：http://www.ciec.or.jp/event/2014/ 

 

主 催：一般社団法人 CIEC（コンピュータ利用教育学会） / 全

国大学生活協同組合連合会 

後 援：札幌学院大学,文部科学省,経済産業省北海道経済産

業局,北海道教育委員会札幌市教育委員会,江別市教育委員

会,北海道新聞社,NHK 札幌放送局,JMOOC 

 

1.参加登録者数 741 名（851 名 836 名）（）は昨年（東京

大学）・一昨年（京都大学）の数 

＜所属別＞高等教育機関教員：177 名（214 名 224 名）/初

等中等教育機関教員：37 名（49 名 47 名）/学生院生：116 名

（176 名 178 名）/生協職員：113 名（155 名 154 名）/そ

の他：116 名（49 名 68 名）/企業：182 名（208 名 165 名） 

＜地域別＞北海道：215 名（19 名 20 名）/東北：32 名（25 

名 18 名）/東海：34 名（96 名 102 名）/大阪神戸：60 名

（61 名 100 名）/京滋奈良：12 名（31 名 147 名）/中四：

6 名（17 名 16 名）/北陸：16 名（13 名 13 名）/九州：22 名

（39 名 46 名）/東京・関東：344 名（339 名 370 名）/海

外：0（3 名 4名） 

 

2.各企画報告 

■8 月 8 日（金） 

＜プレカンファレンス 1＞ 

体験型企画：描いた絵が動き出す！！みんなびっくり『紙ア

プリ』 

主催：株式会社リコー，生田茂（大妻女子大学） 

 

＜プレカンファレンス 2＞ 

JMOOC 講座ワークショップ「オープンエデュケーションを創

って学ぼう！」 

講師：重田勝介（北海道大学），武田俊之（関西学院大学），

森秀樹（大阪大学） 

 

＜全体会＞ 

開会挨拶  皆川雅章実行委員長 

（札幌学院大学社会情報学部教授） 

ご祝辞   山本一太国務大臣 

（IT 担当, 科学技術担当, 知財担当） 

板東久美子前文部科学審議官 

開催校挨拶  鶴丸俊明札幌学院大学学長 

趣旨説明    妹尾堅一郎 CIEC 会長理事 

 

 

＜基調講演 1＞ 

「“コンピュータ利用教育”を再考する‐イノベーション社

会における知の変容と多様化‐」 

妹尾堅一郎（CIEC 会長理事，NPO 法人産学連携推進機構理事

長） 

 

＜基調講演 2＞ 

「地方からの学びイノベーション」 

熊坂賢次（慶應義塾大学環境情報学部教授） 

 

＜シンポジウム 1＞ 

テーマ「地方における ICT 教育と授業活用 ‐北海道を例と

してー」 

講演１ 「小学校における日常的な ICT 活用」 

新保元康（札幌市立幌西小学校校長） 

講演２ 「高校における ICT 教育と共通教科『情報』」 

杉本式史（北海道札幌新川高等学校情報担当） 

講演３ 「地域の ICT 活用教育における大学の役割」 

小松川浩（千歳科学技術大学総合光科学部教授） 

講演４ 「地方大学の教育改善と ICT」 

石川千温（札幌学院大学経営学部教授・教学担当副学長） 

司会 皆川雅章（札幌学院大学社会情報学部教授，CIEC 北海道支部長） 

 

＜シンポジウム２＞ 

テーマ「新しい研究・産業領域におけるコンピュータ利用と

その教育」 

パネリスト(五十音順)  

池田靖史（慶應義塾大学環境情報学部教授，建築家） 

久夛良木健（サイバーアイ・エンタテインメント株式会社代

表取締役社長 CEO ，元ソニー（株）副社長，プレイステー

ション開発者） 

齊藤秀（株式会社オプト最高解析責任者 CAO（Chief 

Analytics Officer）） 

三上浩司（東京工科大学大学院メディアサイエンス専攻 准

教授） 

モデレータ 妹尾堅一郎（NPO 法人産学連携推進機構理事長, 

一橋大学大学院商学研究科客員教授，CIEC 学会会長理事） 

 

＜IT フェアインデキシング＞ 

インデキシングとは「目次」のことです。IT フェア出展の

各社に翌日 9 日の IT フェア会場の展示について、ステージ

上で 1 分間のアピールをしていただきました。 

 

＜イブニングセッション＞ 

参加者から企画を公募し，下記のテーマ（ワークショップ型

2 本，交流型 1 本）で実施しました。 

（1）「医療 ICT の進歩と教育 II」 

主催者：神崎秀嗣（京都大学ウイルス研究所／大和大学医療

保健学部） 

（2）外国語教員のための EPUB（電子書籍）作成講座 

主催者：清原文代（大阪府立大学高等教育推進機構外国語教

育センター） 

（3）デジタル教科書の匠になろう ‐自作デジタル教科書の

現状‐ 

主催者/共催者：曽我聡起（千歳科学技術大学総合光科学部）

／川名典人（札幌国際大学観光学部） 

中村泰之（名古屋大学大学院情報科学研究科）／中原敬広（合

同会社三玄舎） 
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■8 月 9 日（土） 

＜IT フェア＞ 

各分野の「最新」「最先端」の技術の情報が入手できます。

実際に機器やソフトを試すことができ，教育・研究素材の収

集や交流の場として大変好評です。 

＜分科会：口頭発表・ポスターセッション＞ 

口頭発表 88 本，ポスターセッション 30 本（高校生含）の

発表がありました。 

テーマ「生協」「小中高教育」「外国語教育」「教科教育」

「メディア利用教育」「授業設計」「アプリケーシ 

ョン教育」「情報倫理」「情報教育」「映像活用」「外国語

教育」「地域サポート」「クラウド利用」「タブレット・SNS 

活用」 

 

○最優秀論文賞 

「Flipped Learning に必要な思考特性と行動特性を考慮し

たICT 活用授業 ‐対面授業で教員がFacilitator になるた

めの鍵を考える‐」 

吉田賢史(早稲田大学高等学院) 篠田有史(甲南大学情報教

育研究センター) 

大脇巧己(NPO 法人さんぴぃす) 松本茂樹(甲南大学知能情

報学部) 

 

○優秀論文賞 

「明治期授業筆記で探る能動学習型科学教育の源流とその

ICT 活用による新展開」 

小林昭三(新潟大学教育学部) 興治文子(新潟大学教育学部) 

 

○学生論文賞 

「大学生の PC に対する態度はどのように変化しているの

か？」 

河野賢一(東北大学大学院情報科学研究科) 落合純(新潟経

営大学)和田裕一(東北大学大学院情報科学研究科) 

 

○ 高校生ポスター最優秀賞 

「生物多様性を探るために ~統計解析からわかったトンボ

と生物多様性について~」 

宇久村三世（北海道札幌旭丘高等学校） 

 

＜レセプション＞ 

参加者のみなさまを歓迎する，地元の食材をふんだんに使っ

た立食パーティ形式です。和やかな交流，懇談の場で大変好

評でした。 

 

■8 月 10 日（日） 

＜セミナー１＞ 

高校生に聞く!「こんな情報教育が受けたい」 

パネリスト 

今戸優理（東京学芸大学附属高等学校２年） 

工藤凜太郎（広尾学園高等学校 1 年） 

坂東風香（北海道札幌旭丘高等学校２年） 

横田一城（早稲田大学高等学院２年） 

コーディネーター 

大橋真也（千葉県立船橋啓明高等学校教諭 数学・情報担当） 

高瀬敏樹（北海道札幌旭丘高等学校教諭 情報担当） 

 

＜セミナー2＞ 

「学修資源としての著作物と教材：利用と共有における課題

と展望」 

竹内比呂也（千葉大学副学長，附属図書館長，アカデミック・

リンク・センター長） 

 

＜セミナー3＞ 

「高校の情報教育」～「大学入学時のメディアリテラシー教

育」にギャップはあるのか？‐高校生から見て，大学生から

見て‐ 

パネリスト 

松本英樹（日本ヒューレット・パッカード株式会社 

プリンティング・パーソナルシステムズ事業統括 コマーシ

ャルビジネス本部） 

並木俊之（日本ヒューレット・パッカード株式会社 人事統

括本部ビジネス人事部） 

上村知恵子（NPO 法人 manavee マネジメントチーム

Communication 部門 Relationship Manager） 

阿部侑磨（NPO 法人 manavee 北海道支部代表/生物担当） 

浅川美沙紀（名古屋工業大学 工学部） 

 

＜セミナー4＞ 

「CIEC 会誌『コンピュータ＆エデュケーション』をより良

くするために ‐教育調査データの活用‐」 

パネリスト 

田中一郎（CIEC 会誌編集委員長 金沢医科大学） 

宿久 洋 （CIEC 副会長理事 同志社大学） 

籠谷和弘（CIEC 会誌編集委員 関東学院大学） 

中村 彰 （CIEC 会誌編集委員 秋田大学名誉教授） 
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(敬称略) 

 

【CIEC 第 99 回研究会報告】 
 

テーマ：iBooksAuther で作るインタラクティブなデジタル 

ハンドアウト 

日 時：2013 年 12 月 13 日（土） 13:00～17:00 

会 場：東京学芸大学附属高等学校 

参加者：40 名 

 

１ 会場校紹介 

 今回の会場校である「東京学芸大学附属高等学校」の森棟

隆一教諭より、学校紹介と授業の取り組み状況についての紹

介があった。特に授業紹介では、教科「情報」の取り組み事

例として ICT 活用によるプレゼンテーション能力育成や、ネ

ットワークリテラシーの育成、さらに

学校の垣根を越えた取り組み事例とし

て、10 校の高校生が参加している「プ

レゼンピック」の紹介、１年間の授業

のまとめとした「動画編集による CM

作成」など、生徒の作品をあげながら

紹介した。 

 

２ 開催趣旨 

 今回の研究会の司会を務める名古屋大学の中村泰之教授

より開催趣旨が紹介された。今回の研究会は 2013 年 8 月に

東京大学を会場に行われた PC カンファレンスでのイブニン

グセッションで iBooksAuther を用いた電子教科書に関する

内容を取り上げたところ、その反響が

ありそれに答えて「ワークショップ形

式」で行われるものである。 

 今後のディジタル教科書の普及が大

きな課題となっている。政府は、教科

書検定を含めディジタル教科書が可能

かどうかの検討に入った。また、佐賀

県では 2014 年より公立高校に通学する高校生に段階的にタ

ブレット端末（一部自己負担）の配布が決まったところであ

る。 

一方、ディジタル教科書について、疑問や不安視する声も

あり、2010 年に情報処理学会が作成したディジタル教科書の

チェックリストも公開されている。また、ディジタル教科書

を自作する動きもあり、いずれにせよ、ディジタル教科書は、

これからの教育を進めるうえで今後必要不可欠な道具にな

ることが予想されている。 

 今回の研究会では、Apple 社の iBooksAuther を活用し電子

書籍についての講演とこれらを用いて実際に作成するワー

クショップを行った。 

 

３ 講演 

   iBooksAuther を通じて考える電子教科書の可能性 

   北海道文教大学 外国語学部 教授 曽我 聡起 

 

 まず、電子教科書について説明がなされた。現在、日本で

は文部科学省による教科書検定の関係で電子教科書は研究

段階である。したがって、今回の研究会では電子教科書を電

子書籍という言葉に読み直している。さて、電子書籍につい

て歴史を振り返ってみると、1972 年アランケイが「Dynabook」

を発表している。これが、現在のノート型のパーソナルコン

ピュータの原型となったものである。その後時代は進化し、

2010 年にはタブレット端末「iPad」が Apple 社から発表され、

時代は PC からタブレット端末に変わりつつある。そこで、

Ipad を代表するタブレット端末でどの

ようなことができるか仲間たちと研究

した内容を、2013 年 8 月に東京大学を会

場に行われた「PC カンファレンス 2013」

のイブニングトークで「iBooksAuther

による本当にインタラクティブなディ

ジタル教科書について考える」で発表し

た。その後、ワークショップ的な研修会を検討し今日の研究

会に結びついていた。 

 さて、電子書籍を作成するのには難しいと思う人が多いか

もしれない。しかし、2012 年に Apple 社が誰もが簡単に電子

書籍を作成できるアプリケーション「iBooksAuther」を発表

した。これは、無料でダウンロードできるため、MacPC と iPad

を持っていれば、すぐに作成できる優れたツールである。ま

た、作成された教材は iBookstore を通じて全世界に販売可

能である。 

 そこで、このツールを活用し、国際交流を行っている学校

がある。北海道札幌平岸高等学校デザインアートコースの生

徒である。この学校の生徒が iBooksAuther を利用して、日

本の昔話を作成、実際に日本語版と英語版の両方を作成し、

札幌市と姉妹都市であるカナダアルバータ州の高校と国際

交流を行っていることが、2013 年 11 月に行われた PC カンフ

ァレンス北海道で発表されている。 

 次に iBooksAuther の紹介がされた。まとめると以下とな

る 

(1)Mac 限定ではあるがフリーウエアである。（作成する PC

は Mac に限定される） 

(2)iPad 用のマルチタッチテキストが作成可能である。 

(3)Mac の PC でも閲覧可能である。 

(4)公開により、自分の作成した電子書籍は iBookstore を通

じて販売可能である。つまり、誰でも世界に向けて販売でき

る（手続きは必要である） 

(5)iBookstore では、ePub 形式と iBooks 形式を選ぶことが

できる。（日本は未対応） 

(6)ウイジェットの利用により、書籍の中にインタラクティ

ブ的な要素を組み込むことができる。また数式入力にも対応

しており、方程式などの数式も簡単に組み込みでき、さらに

も動画も組み込みが可能である。 

 

 次に、今後はインタラクティブ的な教科書が求められる。 

場所を選ばずに格安な価格で大学の授業を受けられる

「School Your Self」時代になるであろう。また、初等中

等教育の世界では、タブレット端末を用いて事前に家庭で学

習し、演習課題を学校の授業で学習する「反転授業」が注目

されている。従来は学校で教師の話を必死で聞き、黒板の内

容をノートにメモをする方法で、家庭で応用問題を解いてい

たが、反転授業は今までの方法をすべて逆にしたものである。

つまり家庭で事前に授業の予習をタブレット端末や電子書

籍で事前学習し、学校ではその内容についての討論（ディス

カッション）の機会を多くするための道具として有効利用が

求められる。この学習方法については、普段予習をしてこな

い学生や生徒にこの方法を行った事例や、現在国公立大学に

通学する学生を対象にこの手法を用いたところ、ほぼ全員が

取り組んできたという報告もある。また、個別授業に対応し

ているので、電子書籍のテキストをじっくり読み、必要に応

じて動画像で確認、そして LMS でテストすることも可能であ

る。ここに映像を、活用した研究結果がある。デールの「経

CIEC 研究会報告 
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験の円錐形」による認知度の評価である。従来通りの講義方

式と映像を活用し学生にディスカッションやグループ討議

を取り入れた講義方法での認知度では遙かに後者の方が理

解度の高かったことが実証されている。このことからこれら

の手法が今後注目される点である。また、過去に撮影した画

像や教材を取り込みながら電子書籍にすることも可能であ

る。デモとして紹介された「Active in Hokkaido」（札幌国

際大学外国語学部 川名典人教授制作）は川名教授が以前作

られた画像と教材を iBooksAuther に取り組み、動画像を見

ながらいくつかの質問について答えていくものであるが、こ

れも特別の技術を必要とせず、いくつかのウイジェットを利

用して作成でき授業等に活用可能である。 

 

今日の講演をまとめると、以下の 7点に整理することができ

る。 

(1)誰もが手軽にインタラクティブ性の高いマルチタッチブ

ックが作成可能である。 

(2)iBookstore で販売が可能である。（有料販売の場合米国

の認証が必要） 

(3)ウイジェットの利用により、画像や数式表現も可能 

(4)Web アプリケーションの知識があれば、LMS との連携など

様々なアイディアを生かした HTMLWidget を作ることができ

る。 

(5)タブレット端末の活用により、場所を選ばない「反転授

業」が可能である。 

(6)これからは、携帯情報端末の利用により、インタラクテ

ィブを意識した教材の開発 

(7)クラウドの利用により、データの共有利用が可能である。 

 

ディジタル教科書を含めた電子書籍

の動向は今後注目すべきところです。ま

た、これらを自作できるツールもあるの

で、今後、私たちが、オリジナル教材を

制作するきっかけとなる講演でした。 

 

４ ワークショップ 

 iBooksAuther で制作するデジタルハンドアウト 

    合同会社 三玄舎  中原 敬広  

 

ワークショップは参加者が MacPC と iPad を手に取りなが

ら、実際に iBooksAuther で電子書籍を作成した。なおここ

からの講師は合同会社三玄舎の中原敬広氏である。 

 ワークショップの進め方として 

(1)iBooksAuther のインストール 

(2)iBooksAuther についての概略説明 

(3)サンプルデータを用いてテキストを見ながら、

iBooksAuther で加工する。 

(4)ウイジェットを利用して、iBooksAuther に素材を取り込

んでみる。 

(5)加工したファイルをiBooks形式で書き出して配布する方

法について 

(6)HTML ウイジェットについての説明 

 

 誌面の関係上、演習内容のみを報告させていただきました。

参加者は悪戦苦闘しながらも、オリジナルの電子書籍制作に

無我夢中で取り組んでおり、有意義な時間を過ごしていまし

た。なお、講演者のご厚意により今回の講演資料は以下のサ

イトに掲載されていますので、ご紹介いたします。 

 

 

        文責 石谷正（北海道小樽桜陽高等学校） 

【CIEC 第 100 回研究会報告】 
 

テーマ：e-Learning における数式自動採点の可能性 2  

日 時：2014 年 2 月 22 日(土) 13:15 - 17:45  

会 場：名古屋大学 IB 電子情報館 014 講義室  

参加者：27 名 

 

■ 概要 

e-Learning の重要な機能の一つが、学生の理解度を確認す

るためのオンラインテストであるが、従来のオンラインテス

トは正誤問題、多肢選択問題、穴埋め問題などの形態が主流

であった。自然科学系科目で求められる、数式の正誤評価を

行うタイプのオンラインテストは近年になって漸く注目さ

れはじめ、一部の大学で導入されつつある。本研究会では、

英国で開発された数学オンラインテスト評価システム STACK

の問題を中心とするコンテンツ蓄積のための仕組みである

問題バンクの構築について紹介するとともに、北米を中心と

する利用実績の高い Maple T.A.の主にカナダでの活用事例、

大阪府立大学における webMathematica を活用した数学到

達度評価システムの活用事例、および問題自動生成システム

であるウルフラム社の Problem Generator について紹介さ

れ、活発な意見交換がなされた。 

 

■ STACK を用いた数学ｅラーニングの実践例と STACK 用の

問題バンクの構築 

谷口 哲也 氏 (北里大学)から、Moodle 

STACK のサンプルコースを利用しながら

正誤判定の仕組みと学習者へのフィード

バック方法（ポテンシャル・レスポンス・

ツリー）と教員が作成問題を共有しあえ

るサイト「問題バンク」について解説がなされた。 

以前の STACK は、ポテンシャル・レスポンス・ツリーの作成

が難しかったが、Ver.3.0 からは、比較的簡単に編集できる

ようになり、Moodle のプラグインとして提供されるようにな

った。ポテンシャル・レスポンス・ツリーの学習者へのフィ

ードバック動作は、学習効果や学習へのモチベーションに影

響を与える大切なものであるが、部分点などを与え、ヒント

を与えるなどきめ細かなフィードバックを与えるためには、

ポテンシャル・レスポンス・ツリーの階層が深くなり、問題

作成に時間がかかる。 

そこで、その打開策として、Math Bank

（http://mathbank.jp/)というサイトを

立ち上げた。作成した問題を共有するこ

とで、教員の問題作成の労力を軽減する

と共に、公開された問題をダウンロード

し、改変することが可能となった。このことにより、初心者

は、ゼロから問題を作成する必要がなく、ポテンシャル・レ

スポンス・ツリーの動作を改変することによって学ぶことが

できる。Math Bank は、STACK の利用の敷居を下げる役割も

担っている。谷口氏らは、STACK のダウンロードした問題を

カスタマイズしたものや、新たに作成した問題は、問題バン

クにアップロードして、問題を増やしたいとのことであった。 

 

■ 数学系オンラインテスト・評価システム Maple T.A.の導

入事例 in カナダ 

加藤 克也 氏 (サイバネットシステム

株式会社)からは、STACK と同様数式の扱

える数学系オンラインテスト・評価シス

テム Maple T.A. （Maple Testing & 

Assesment の略）が紹介された。STACK は

MAXIMA を数式処理エンジンとして使用するが、MapleT.A.は
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処理系に数式処理システム Maple が計算エンジンとして採

用されている。オンラインテストでは、数値だけでなく数式

の正誤判定や解答の部分評価なども可能であるとのこと。 

最近、本システムの導入が欧米の大学を中心に増え始めてお

り、いくつかの導入事例も報告されるようになった。本講演

では、はじめに Maple T.A. の運用プロセスを俯瞰し、その

特長的な機能を Maple の働きを中心に述べられた。続いて、

Maple T.A. の導入事例として、採点コストの削減に成功し

たウォータールー大学およびドロップアウト率の低減を達

成したゲルフ大学の導入事例を紹介する。特に、ゲルフ大学

が主導し Maplesoft 社が開発を支援した Maple および

Maple T.A. ベースの教材パッケージの授業利用について具

体的な例を交えながら解説された。 

MapleT.A.は、Moodle だけでなく Blackboard と連携が可能

で、問題は、JAVA や Flash を利用したインタラクティブな図

形などを含む出題が可能である。問題の編集は、WYSIWYG エ

ディタで作成可能である。この点が標準的なSTACKと異なる。

採点表（Gradebook）をエクスポート機能と、外部採点表の

インポート機能を有しており、MapleT.A.だけでも簡易な LMS

として機能する。しかしながら、STACK のポテンシャル・レ

スポンス・ツリーのような機能は有しておらず、if 文によっ

て記述する必要があり、分岐が多くなると問題作成は大変で

ある。 

Maple が誕生したウォータールー大学（数学学部）での導

入事例が紹介され、かつて大量の演習を昔から課していたと

きには、採点が大変で、採点に要するコストが問題になって

いたが、MapleT.A.によって、採点コストが１／３になった

との費用対効果が高く、採点に費やされていた教員の時間に

余裕が生まれ、学生対応の改善や学習環境の改善にも繋がっ

たという。また、ゲルフ大学の事例では、MapleT.A.の導入

によって、自学自習が促進され、反復学習によって理解度が

アップする。その結果テストによる理解度評価が高くなり、

そのことが努力目標になり、反復学習に繋がるというサイク

ルが生まれているとのこと。 

いずれの事例も、柔軟な問題作成と Gradebook（学習分析

機能）によりどのように問題を解くのかを確認出来たと推測

しており、学生の思考プロセスの見える化が、数学系オンラ

インテスト・評価システムの役割であると述べられた。しか

しながら、PC に不慣れな学生もいることから、学力と PC 操

作とどちらの問題か更に分析する必要があると付け加えら

れた。 

 

■ Mathematica 利用の数学到達度評価システムと STACK と

のコンテンツ相互利用 

吉富 賢太郎 氏 (大阪府立大学)から

は、独自に開発を行ったシステムについ

て述べられた。大阪府立大学では 

Mathematica と webMathematica を利用

した Web 数学学習システムとその後継

の数学到達度評価システムを運用しており、前者は主として

授業外学習支援を目的とし約 1000 問の問題が蓄積されてお

り、先の STACK における問題バンク的役割をもっている。後

者は理解度を計るシステムとして導入された経緯が述べら

れた。数学到達度評価システムは学習単元毎にレベル設定を

行い、各レベル 1～3問程度の問題から構成され、それぞれ

の問題は問題パラメータを乱数化したものを用いることに

よって、自宅での実施を可能にしている。いずれのシステム

も問題の自動生成と解答の評価部分にMathematicaを用いて

いるため、問題作成は依然として Mathematica の構文に関す

る知見が必要である。また、単に数値パラメータの乱数化だ

けでは十分な問題パターンが得られない場合もあり、問題コ

ンテンツは質的にも量的にもまだ不十分であることが述べ

られた。このような問題を解決するためには教材の共有化に

よる複数教員による教材開発が急務であり、システムの差を

越えた教材の相互利用ができる事が望ましいため、数学到達

度評価システムとSTACKの問題作成における過程と問題構造

の差違を例に、コンバートするための留意点について説明が

あった。 

STACK のポテンシャル・レスポンス・ツリーと異なり、採

点途中の分岐処理は、Mathematica のコードが使えるので、

汎用性が高いと言えるが、見た目は複雑なものになるところ

が、問題作成の初心者には高い敷居となる。しかしながら、

ある程度スクリプトフォーマットが決まっているため、比較

的容易に変換可能であり、慣れれば容易な作業となる。 

今後STACKの問題をMath Bankによって充実させるためには、

この評価システムから STACK への移植が必要となる。簡単な

問題であれば、支援システムの変数とメッセージをコピーす

るだけで、判定スクリプトの記述は、STACK の場合、レスポ

ンスツリーで対応可能であると例を示しながら解説された。 

STACK 都の最大の相違点は、解答判定とメッセージであり、

メッセージ文を予め配列変数(リスト)として準備しておき、

if( which )関数で呼び出す方法を採る。また、問題や学習

者の回答などのメッセージに変数の値を表示する際、

ToString によって変数の値を文字列変換しておかないと、

<pre>タグが挿入され、正しく表示されないので注意が必要

であるという。 

今後、STACK との相互変換ツールの開発が期待されるとこ

ろであるが、細かなところは、人の力を借りないと完璧には

変換できない。そのため、最初からコードを書いた方が速い

場合も出てくると推測される。様々なシステムが今後開発さ

れると考えられる。その際、最も重要なのは、問題に関する

仕様書であり、問題が複雑化すればするほどその重要度は増

す。問題のアイデアが浮かべば、問題を共有する前に、その

仕様書を作成し、共有することが大切であると述べられた。 

 

■ Wolfram|Alpha:Problem Generator によるウェブ自動学

習 

中村 英史 氏 (Wolfram Research Asia Ltd.)は、Problem 

Generator が Knowledge Engine Wolfram|Alpha のオプショ

ン機能であると説明。Wolfram|Alpha は、平文 (英語) で入

力された計算可能な問題に、直接的な解答の他、関係する情

報を含めて返してくれるシステムであると解説を加えた。そ

のWolfram|Alphaの誕生した経緯をWolframの教育への関わ

りの歴史を交えながら解説した。Wolfram 社とネットワーク

利用教育との関わりは、1995 年に遡る。数式処理システムと

して有名な Mathematica を教育活用するため、数学辞典とも

いえる"Math World"を公開した。これが、Wolfram の最初の

ネットワーク活用といえる。 

2001 年には、web ブラウザを計算出力画面として利用し、

インターネットからもアクセス可能な webMathematica がリ

リースされた。この webMathematica の機能が拡張され、2009

年 Wolfram｜Alpha Pro が誕生し、数学、物理や化学などの

自然科学から、社会科学、人文など幅広い分野をカバーする、

有効かつ強力な問題解決支援ツールとなった。 

一方で、遠隔教育の観点でみると、問題

生成の自動化が望まれる。それに応えるべ

く 2013 年に Problem Generator が誕生し

た。問題を自動生成するメカニズムやサー

ビスは珍しいものではないが、Wolfram 社

の Problem Generator がユニークな点は、ユーザの解答が

あっているかどうかを判定するだけでなく、解けなかった場

合に Wolfram|Alpha を使って、正解を表示するだけでなく、
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正解に至る道筋を教えてくれる点(step-by-step 機能)であ

る。すなわち、受講者は、問題の解き方を自分のペースで学

習することが出来る。この機能は、実演しながら解説された。 

また、数式の入力方法がしばしば取り上げられるが、

Wolfram|Alpha では、"x の２乗"を"x^2"だけでなく"x2"でも

正しく解釈される。さらに、入力は英語のみで提供されるが、

尐々間違った英語(Japanese English)でも入力内容を解釈し、

情報を提供してくれるという。 

Wolfram｜Alpha Pro や Problem Generator が登場する以前に

も、Wolfram 社は、Mathematica の Notebook 共有サイト

DemonstrationProject や Computer Based 

Math(http://www.computerbasedmath.org/, 

http://www.ted.com/talks/lang/ja/conrad_wolfram_teach

ing_kids_real_math_with_computers.html)というクラウド

サービスなどの解説もあった。今回のテーマからは外れるが、

電子教科書として利用可能な CDF（計算可能なドキュメント

形式）も開発しており、学習者自身がパラメータを変化させ、

グラフィカルに体験して、理解を深めることが可能であるこ

とが紹介され、数学教育における ICT 活用の可能性について

問題を提起された。 

 

講演後のディスカッションでは、数式の入力メソッドが話

題となり、数年後には手書き入力が当たり前になるという意

見もあった。実際、iOS や Android で提供されている MathPad

は、手書きで入力された数式が、数式（MathML)に変換され、

Wolfram｜Alpha と連携可能である。今回の研究会を通して、

数学における e-Learning は、「交換法則などの数式表現に

関する解答の準備」への関心から、「入力メソッドや問題の

共有・互換性、活用場面」への関心に変化していると感じた。 

MOOCs などのオンライン講義や STACK などのオンライン演習

が普及したとき、対面授業（講義）に求められる教育の質と

は何か、また、それを上げるための手立ては何かを真剣に考

えなければならい。 

 

文責 吉田賢史（早稲田大学 高等学院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【CIEC 第 101 回研究会報告】 
 

テーマ：「機械翻訳との上手なつきあい方」 

日 時：2014 年 3 月 8日（日）13：00～17：00 

会 場：大学生協杉並会館 B103・B106 

参加者：17 名 

 

■概要 

会誌「コンピュータ＆エデュケーション」Vol.35 巻頭インタ

ビューで、ロゴヴィスタ株式会社を取り上げたことが紹介さ

れた。その後、会誌英文アブストラクトの現状説明があり、

学生のみならず教員や研究者が上手に機械翻訳を利用して

ほしいという趣旨で、この研究会が開催されたと参加者に伝

えられた。  

 

■講演 

機械翻訳の仕組みとその利用法 

講師 長田 孝治 氏（ロゴヴィスタ株式会社） 

 

1.機械翻訳の歴史について、スライドを使ってかなり詳しく

説明された。 

a.黎明期（1980 年以前） 

1954 年 ジョージタウン大学と IBM による MT 公開実験 

1959 年 機械翻訳専用機「やまと」（電気試験所）完成 

1959 年 翻訳実験用計算機「KT-1」（九大） 

1966 年 ALPAC（Automatic Language Processing Advisory 

Committee）報告書、機械翻訳に否定的な報告内容であった 

1978 年 初の日本語ワープロ(JW-10)発売（東芝）、1978 JIS

漢字コード制定 

 

b.メインフレーム期（1980 年～1985 年） 

1982～85 年 Mu プロジェクト、科学技術庁が実施した機械

翻訳プロジェクト、科学技術文献抄録の日英・英日の機械翻

訳システムの開発を目指す 

1984 年 初の商用英日・日英自動翻訳システム（メインフ

レーム版）が発売、これに続き、機械翻訳システムの発表が

相次ぐ 

1986～2002 年 電子化辞書の構築（日本電子化辞書研究所） 

 

c.第一次実用期（1985～1994 年） 

1985 年 初のミニコン版翻訳ソフト発売 

1985 年 初の PC 版翻訳ソフト発売 

1987 年 「第１回 MT SUMMIT（電子協主催）」箱根で開催  

1989 年 海外ニュース自動翻訳放送試行開始（NHK） 

1990 年 パソコン通信での機械翻訳サービス開始 

1994 年 安価な翻訳ソフト登場、カテナから PC 版英日翻訳

ソフト「コリャ英和!」発売 

 

d.第二次実用期（1995 年～） 

1995 年 初のブラウザ連動型翻訳ソフト発売開始 

2000 年 機械翻訳による日本特許英文検索サービス開始（特

許庁）、日本のポータルサイト初のインターネット無料翻訳

サービス開始 

2006 年 Google が、統計ベース翻訳を使用した翻訳サービ

ス開始 

 

2.機械翻訳の方法について、概略を説明された。 

a.ルールベース 
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ルールベースとは、文法ルール＋辞書（一般辞書＋専門用語

辞書）を利用した機械翻訳のことであり、以下のような手法

が説明された。 

・最も単純なのは「単語変換方式」 

・構文構造を解析し、ターゲット言語に言語生成する「トラ 

ンスファー方式」 

・中間言語経由で翻訳する「中間言語方式」 

 

b.統計ベース 

英語文と日本語文のような大量の言語ペア（コーパス）デー

タを統計処理あるいは、類推して翻訳する方式についてその

手法が紹介された。 

・「統計的機械翻訳」：大規模なコーパスを統計的に分析し 

確率に基づいて翻訳する 

・「用例翻訳」：コーパスから入力文に類似する文を選択し 

対応言語を修正する 

 

さらに、それぞれの方法について、図を使いながらより詳し

い説明があった。 

○ルールベースについて 

・日本語の場合、形態素解析を使った分かち書きから始まり、 

辞書引き・構文解析をとおして訳が生成される。 

・英語の場合、構文解析の結果として構文木が得られ、それ 

を変形した日本語の構文木を通して日本語に訳される。 

・中間言語（メタ言語）を媒介して、訳を作成する方法もあ 

る。 

○統計ベースについて 

・大規模なコーパスから比較的単純な規則を大量に自動生成 

させ、それを用いて最も適切と思われる解を選び出す。 

・大量のサンプル文（ 2 言語並行コーパス）を活用する場合 

文同士の対応はあるが、単語列同士の対応は不明 

文内部の対応がうまく付く文同士が高い対応付け確率を 

持つ 

文の長さが類似しているほど、よく対応する文のペアとな 

る。 

・大量のサンプル文（ 2 言語非並行コーパス）を活用する場 

合、計算量が莫大となる。 

○統計的機械翻訳について 

対訳コーパス・翻訳モデルと目標言語コーパス・言語モデル

から、原文 S に対する事後確率 P(T｜S)が最大となる翻訳

文 T を見つける。 

○用例翻訳について 

対訳コーパス・シソーラス・対訳辞書をとおして翻訳文が作

られる。 

 

c.機械翻訳の精度について 

・機械翻訳の精度は、言語間の距離による 

英語とフランス語は、言語間の距離が近いので精度 98％と非

常に高い。英語と日本語（東アジアの言語の多く）は、かな

り距離が遠い。日本語と韓国語は、文法が近く精度 93％程度。

日本語と中国語は遠いようだが、漢字の借用や文法などで比

較的近い部分がある。 

・言語によって構造維持的か否かの差がある：文の主成分が 

削除されているなど。 

・分かち書きの問題：曖昧性の問題がある。 

・意味の文脈依存性：機械翻訳では、文脈の評価は困難であ 

る。 

精度の評価ポイント 

・文の構造 

・個別言語に固有な文法要素（時制、活用、冠詞など） 

・語彙、慣用句などが正しく翻訳されているか 

 機械的評価をすると、統計ベースの評価が高いが、人間が 

評価すると、ルールベースのほうが高い 

機械翻訳精度の向上には －利用者の立場から－ 

・前編集の重要性：主語の追加、短文・単文化など 

・機械翻訳結果の後編集：現在 ISO で後編集の要求事項など 

が議論 

 

最後に、機械翻訳についての考え方と現在

の主な利用について述べられた 

・機械翻訳は、「翻訳お助けソフト」や「辞 

書引き時間削減ソフト」と考えて利用す 

ると便利さが見えてくると思える。 

・今、特許や海外事情等のサーベイに利用され、ななめ読み 

による情報の判断に利用されている。また、利用者自身の 

専門分野以外の専門用語理解のために使うと便利である。 

 

■演習 

翻訳ソフトの利用法の紹介と翻訳演習 

講師 黒石 邦彦 氏（ロゴヴィスタ株式会社） 

 

1.製品の紹介 

専門家向けの製品（LogoVista Pro・LogoVista メディカル

と医学向けのコリャ英和！）と一般向けの製品（コリャ英

和！）や日英以外の製品（コリャ英和！マルチリンガル）に

ついて、その違いなど製品概略が紹介された。 

 

2.翻訳の場面について 

・インターネット Web 翻訳 

最新情報はインターネットから英語で入手でき、多くの人 

が Web を利用している。ただし、全体を機械翻訳しても、 

スムーズに日本語として理解できない場合もある。 

・大量文書を一括ファイル翻訳 

企業等で、機械翻訳の結果を粗訳として利用し、含まれる 

情報の重要性を判断する際に利用されている。しかし、正 

確な翻訳とは異なるものである。 

・正確な翻訳が必要な場合 

翻訳エディタ（対訳翻訳）で、翻訳プロセスを丁寧に行う 

ことができる。 

 

3.翻訳演習 

・LogoVista Pro2014 の機能紹介をかねて、翻訳エディタや 

対訳翻訳などについて基本的な操作について説明があっ 

た。 

・翻訳スタイルについて、「です・ます朝」「である朝」な 

どの選択について、具体的な説明があった。 

・翻訳用の辞書について、システム辞書（基本辞書）・専門 

分野辞書・ユーザー辞書の選択などが話された。 

・翻訳メモリ（事例文ファイル）・事例テンプレート・各種 

条件ファイル（文末判定、原文置換、訳文置換）では、

ユーザーがカスタマイズできることで、翻訳の精度が上

がっていくことについての説明があった。 

 

基本的な機能や使い方の例を紹介された後、機械翻訳におけ

る前翻訳と後翻訳の重要性と、ソフトを使用した実例が説明

された。翻訳する日本語の修正・英語に翻訳・翻訳した結果

を日本語に翻訳などのプロセスを経てよりよい翻訳を得る

ことの大切さが、具体的な事例とソフトの機能を使って詳し

く説明された。 

・前編集で利用された機能：未知語検索・原文置換・日本語 

チェッカー 

・後編集では、別訳語・別解釈・訳語置換のやり方が紹介さ 
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れた。 

 

休憩前の質疑応答では、英英チェックはできないのか・辞書

との連携機能についての質問など、ソフトの機能に関する具

体的な質問がいくつかなされ、長田・黒石両氏が答えられた。 

 

■報告 

高等学校英語授業での事例紹介 

講師 澤田 あゆみ 氏（神戸国際大学附属高等学校） 

 

・高校教師になる前数年間の、海外・日本

での日本語教師時代の経験から、google

等の機械翻訳を利用した生徒の文章につ

いて、日本語としておかしな点が多々ある

などの問題点が指摘された。 

・次に、今、授業で取り組んでいる活動から、生徒が実際に

翻訳機を使って提出したワークシートを例示し、 

機械翻訳に関連したポイントについて話があった。1点目は

日本語の入力の質について、2点目は入力する文 

章の長さについて問題がある場合、理解できない翻訳となる。

（注）現在取り組んでいるプロジェクト 

Asia-Europe Classroom Network  

それぞれ準備されているプロジェクトテーマ（世界遺産な

ど）ごとに、参加している学校の生徒がグループワークをと

おしてテーマに沿ったコンテンツを作成する。その間、同じ

テーマを選んだ他国の生徒とSNSを利用してコミュニケーシ

ョンを図る。http://aec.asef.org/ 

 

グループワークにおいて生徒の記入したワークシートを使

用した例では、 

・文の頭文字が大文字で書かれていない。 

・機械翻訳した英語では、日本語で何を言いたいのか分から

ず、Google 翻訳を使用して英-日で調べたところ、逆に日本

語らしい翻訳がでてきた（統計的機械翻訳の特徴との指摘が

参加者からあった）。この日本語の内容からして、生徒が最

初に質問したかった内容は、「何の目的で、この神社が建て

られましたか？」だと想像がついた。 

・機械翻訳した英語を日本語に翻訳した例「それは松の腕枕

のように見えるため松の手の枕を言った理由について外に

傾斜している松の手の枕を言っているようだ」しかし、これ

では、本当はどのような日本語からこのように訳された質問

文ができたのかは謎である。 

・コンテンツ説明のために、ウィキペディアなどから長文を

コピーして翻訳サイトにペーストする。その場合、いくつも

の関係代名詞で固められた恐ろしい英文が飛び出してくる。 

 

■質疑応答 

翻訳ソフトの機能の詳細について多くの質問が出てきた。そ

れ以外としては、英語の前編集の可能性に関する質問があっ

た。それに対して、英語の前編集は一部組み込まれているが、

日本人ユーザーの英語前編集は敷居が高いことが指摘され

た。学生も機械翻訳をよく使っており、その使い方を教育す

る必要性も指摘され、機械翻訳で利用されている構文木を学

習者が内在化することなどが学習者の課題であるとのして

きもあった。 

 最後に、小中高での利用の可能性について、小中高の教員

に対して講師黒石氏から質問があった。それに対して、デジ

タル教科書との関連や公立学校での「コリャ英和！」を利用

していた例が紹介され、今後の電子辞書での利用可能性が指

摘された。 

文責 大木 誠一（神戸国際大学附属高等学校） 

【CIEC 春季研究会 2014 報告】 
 

日 時：2014 年 3 月 22 日（土）10：00 ～ 17：10 

会 場：大学生協杉並会館 (東京都杉並区和田 3-30-22)   

参加者：38 名 

 

研究会企画として、「CIEC 春季研究会

2014」を 3月 22 日（土）に大学生協杉並

会館において行った。本研究会は、その

位置づけを明確にするため、研究会を主

として開催し、発表される論文を「研究

会報告」として取り扱うこととなった。したがって、CIEC

春季研究会における研究報告を報告集「CIEC 研究会報告集 

Vol.5（査読付き）」として発行した。本報告集には、一般

論文 1 編、実践論文 6 編、萌芽論文 6 編、研究速報 1 編、

の合計 14 編を査読を行った上で掲載されている。 

グローバル化や情報化などの進展で変化が激しく予測が

困難な未来に対応できる人材を育成する必要性が言われる

ようになってかなりになるが、高等教育機関でも 18 歳人口

の減尐が深刻な問題であり、教育の質的転換ということで、

各大学では、学習の質を保障した上での学修時間の確保に向

けて様々な改革が行われている。オープンエデュケーション

が広がりはじめ、さらに様々な人々の学ぶ機会を拡大させ、

反転授業を取り入れながら、学び合い教え合うコミュニティ

ーをも取り入れながら進化してきている。本研究会において

も、反転授業の実践例や ICT を活用した協調学習、これらの

学びを実践のための効果的なシステムの構築や方法などに

ついて多くの報告があった。 

以下に今回、発表された論文のタイトルとその概要を掲載

しておく。 

 

■日本語の音声に伴う感情表現のパラ言語的情報の認識化

の試み‐スマートフォンのアプリケーションの開発を中心

に‐ 

丁 美貞 首都大学東京人文科学研究科 

 日本語の音声には，単なる文字言語だけ

ではなく，様々な要素（例えば，パラ言語

的情報・非言語的情報）が内包されている．

しかし日本語学習者の中では，日本語の音

声を言語的情報だけに捉えている傾向が

あり，日本語でコミュニケーションをとる際，誤解が生じる

可能性がある．そこで，本稿では日本語でコミュニケーショ

ンをとる際，誤解しないように話し手が意図している感情音

声をより上手く捉えることに注目し，日本語のパラ言語的情

報が認識できるような日本語の音声教材の必要性を述べ，現

在筆者が取り組んでいる教材を紹介する．この教材は，スマ

ートフォンのアプリケーション(以下アプリ)である．この教

材は日本語教育において，特に音声教育の教材としての新し

いツールとしての試みである． 

 

■英語科における反転授業と iPad の効果的な教室運用に向

けて 

山形 悟史*1・Mishka Sulva *1・柴田 茉里奈*1・西村 真成

*1 吉田 晴世*2 

*1: 大阪教育大学大学院教育学研究科英語教育専攻 

*2: 大阪教育大学 

近年多くの教育現場で,iPad を授業

内へ取り入れる動きが見られ、その機

能性の高さとアプリケーションの充

実性によって,現場からは大きな反響

が得られている.ICT 機器の授業内利
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用方法は多岐にわたるものの,本稿では,従来まで授業で行

われていた知識の教授を家庭学習で充足し,授業内ではその

知識を応用して発展的な活動に取り組ませるという反転授

業に着目することとした.反転授業の有効性は大きく期待さ

れているものの,まだその効果を実証する報告や研究は数が

限られている.本稿においては,日常生活のあらゆる場面で

英語運用に重要であるとされている4技能それぞれに焦点を

当てた授業を策定した.教育現場の限られた時間の中で,い

かに iPad を英語科反転授業に効果的に応用できるかについ

ての提案を行うものである． 

 

■反転授業形式による英文ライティング添削指導のための

オンライン動画教材の制作と活用について 

木村 修平*1・山本 好比古*1・祐伯 敦史*2 

*1: 立命館大学 言語教育センター 

*2: 立命館大学 スポーツ健康科学部 

本稿の目的は，正課の英語カリキュラ

ムを補完するために試験的に導入した

反転授業形式の英文ライティング添削

指導のために開発されたオンライン動画教材の作成と，その

動画を用いた指導および教授環境の実際について報告する

ことにある．動画教材の作成と公開は，一昔前までは専門の

業者が制作を請け負うなど敷居の高いものであったが，わず

か1台の一体型パソコンの操作画面をキャプチャするだけで

制作が可能である．今回の試みでは，動画を用いた学習の達

成目標を正課の英文エッセイの完成に特化させたこと，そし

て動画を参考にして受講者が書いた英文を対面で添削する

機会を設けたことにより，受講者から一定以上の評価を受け

ることができた．本研究は，国内でまだほとんど報告事例の

見られない，大学の正課英語授業への反転授業形式の指導実

践および動画教材の具体的な制作と公開の手法について報

告を行う点で先駆的意義があると考える． 

 

■グループ練習におけるタブレット端末の活用‐日本語学

習者向け漢字教材の改良とその効果‐ 

濱田 美和*1・高畠 智美*2 

*1: 富山大学 国際交流センター 

*2: トヤマ・ヤポニカ 

日本語学習者を対象とした漢字クラス

において，学習者が 2〜3人のグループを

作り，学習者同士で練習を行う活動を

2009 年度から取り入れている．グループ

練習用教材はこれまでワークシートとカ

ードを用いて作成していたが，学習者のグループ練習でのや

り取りを分析したところ，教材としての問題点が浮かび上が

った．この問題を解決するために，新たにタブレット端末を

教材として加えることにした．本稿では，グループ練習用教

材としてどのようにタブレット端末を活用したか，またその

効果はどうであったかを報告する．タブレット端末の導入に

よって，(1)指示文をより簡潔に提示できるようになった，

(2)練習活動をステップごとに分けて提示しやすくなった，

(3)学習者にとって練習に取り組みやすい形で設問を提示で

きるようになった，(4)間違ったのがどの段階かを把握しや

すい形で解答を提示できるようになった，(5)カードの種類

や枚数が減ったことによってグループ練習の活動がより円

滑に進められるようになった，(6)同じグルーブの学習者同

士の交流が生まれやすくなった，以上の効果が見られた．タ

ブレット端末の導入は，様々な面でグループ練習活動の改善

に役立つことが確認された． 

 

■21 世紀型スキル育成のための CSCL を活用した授業デザイ

ン 

‐Evidence-Centered Assessment Design の評価モデルを用

いた授業の提案‐ 

荒巻 恵子*1 

*1: 早稲田大学 高等学院 

米国においては、ブッシュ政権の教育

政策(NCLB)(2001)への批判

(Darling-Hammond and Adamson 2010)か

ら、学習者成果は単に情報を獲得できた

かどうかでなく、情報を分析したり統括

したり、学習したことを応用したり、効

果的に問題解決したり、相互にコミュニケーションするとい

った現代社会で求められるスキルが必要であり、スキル育成

とそのための教育改善が論議されてきた(Rice 2011)。次世

代に向けたスキルは、米国ではいくつかの組織や研究者によ

って「21 世紀型スキル」としてその定義やフレームワークの

開発研究が進められ、今後はスキル育成が課題になる。我が

国では国立教育政策研究所（2013）が「21 世紀型能力」と名

付け、今後の教育課程の編成への提言をしている。一方で

OECD の「生徒の学習到達度調査」（以下 PISA 調査）では ICT

リテラシーの向上やそのための ICT 基盤整備が求められ、ス

キルのフレームワーク開発は教育環境の整備も含めた教育

のプロセスとその成果を明らかにした、国際的なベンチマー

クの策定に取り組む段階になっており(Dede 2010)、科学的

根拠に基づく評価モデルの策定が求められる。本稿では、第

1に「21 世紀型スキル」を米国の開発動向と PISA 調査から

概観し、第 2に 21 世紀型スキルのための評価モデルである

Evidence-Centered Assessment Design（以下 ECD）のフレー

ムワークと定義(Almond et al. 2002)を翻訳紹介し、ECD の

評価モデルに Computer Supported Collaborative Learning 

(以下 CSCL)を活用した授業デザインを提案する。 

 

■ゲーミフィケーションを活用した e-Learning コンテンツ

の学習効果と動機付け 

松本 多恵*1 

*1: 名古屋大学大学院国際開発研究科 

著者は，e-Learning が抱える問題 WEB

マンガ教材を開発し2年にわたり実証実

験を行ってきたが，WEB マンガ教材では

継続的学習の動機付けを与えるコンテ

ンツとして効果を上げることができな

かった．そこで，本稿では新たに動機付けとしてゲーミフィ

ケーションに着目した．ゲーミフィケーションを取り入れた

e-Learning 教材・システムを使った実証実験を行った．ゲー

ミフィケーションを取り入れた e-Learning 教材・システム

は「楽しい」「面白い」という意見を得ることができ，継続

的学習の動機付けを与えるコンテンツとして有効な教材・シ

ステムであるといえる．また，WEB マンガ教材では与えるこ

とができなかった継続的学習の動機付けがなぜゲーミフィ

ケーションを取り入れた e-Learning 教材・システムでは与

えるのかWEBマンガ教材と比較検証し，その要因を検証する． 

 

■「学びやすさ」を重視した教材改善プロセスの実践と検証 

高田 和典 北海道札幌東陵高等学校 

本研究は，高等学校教科「情報」の授

業において，「学びやすさ」を問う質問

紙の回答をもとに，教材の改善すべき内

容を洗い出し，教材の改善を行うという

教材改善プロセスが有効であるかを検

証することを目的としている．高等学校の授業で重要な教材
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は教科書であるが，教科書の改訂は ICT の進展を反映するよ

うに頻繁に行われることはない．ICT の進展を反映した学習

内容を取り上げる教材は教師が自作することが多いが，その

際に教師が教材を改善するために有効なプロセスがあれば，

教師にとって有益である．本研究で行う教材改善プロセスは，

「学びやすさ」を問う質問紙を用意し，無線 LAN についての

教材を作成し，授業を行い，生徒の記入した質問紙の回答を

分析し教材改善のための項目を洗い出し，教材を改善し，再

度授業を実施し，生徒が記入した質問紙の回答を比較検討す

ることである．無線 LAN の教材改善プロセスにおいては，質

問紙の回答の分析により，教材の改善により，生徒はより学

びやすいと感じるようになったことがわかった． 

 

■テスト分析と最適条件設定を自動化する潜在ランク理論

に基づくコンピュータ適応型テストの開発 

‐Moodle プラグインとしての実装と評価‐ 

秋山 實*1*2 

*1: 東北大学大学院教育情報学教育部 

*2: 株式会社ｅラーニングサービス 

筆者は，実施済みのテストの結果を

そのままアイテムバンクとするコンピ

ュータ適応型テストとして構成し，受

験する問題数を半分以下にしながら元

のテストと同程度の測定精度を確保で

きる Moodle プラグインを開発した．本プラグインは，Moodle

の「小テスト」の受験結果をシームレスに取り込んで潜在ラ

ンク理論に基づいたテスト分析を行い，得られた特性パラメ

ータをコンピュータ適応型テストに必要なアイテムバンク

として利用する．潜在ランク理論のモデルを決めるパラメー

タの一つにランク数があり，これを最も推定誤差が尐なくな

るように決定することが好ましい．本研究では，コンピュー

タ適応型テストのシミュレーションを行って最も推定精度

が良いランク数と受験項目数を自動的に決定する最適化機

能を付加した．実際に受験された「小テスト」の回答で評価

したところ，テスト分析の精度は既存のプログラムと同程度

であり，最適化機能で提示されたランク数と受験項目数は手

作業で実施した場合と同じであった． 

 

■学生による問題作成と Excel VBA による学習プログラムの

開発と評価 

金子 宏之*1 

*1: 小松短期大学 地域創造学科 

本稿では，学生が Microsoft Excel（以

下，Excel）で入力した問題データから出

題する 4択問題プログラムを Excel VBA

で開発し，情報処理関連の講義形式の授

業に導入した結果について述べる．一般

に講義形式の授業においては，各回の授業で教員は学生に対

し新しい用語を紹介している．それらの用語を学生に習得さ

せる手法としては，教員による別途資料の配布や小テストの

実施などが考えられるが，本研究では学生自身がその一部を

担っているという違いがあると考える．導入年度は，2010

年度，2011 年度および 2013 年度の 3年度であり，授業最終

回で履修学生を対象に実施したアンケートの回答結果にも

とづき，問題データの内容変更やプログラムの改善を行って

きた．各年度のアンケート回答結果は全体として近い結果と

なっており，まず問題データの入力や学習プログラムの利用

における操作については半数以上の学生にとって，大きな負

担とはなっていないことが分かった．また，学生が入力した

問題データで学習プログラムを利用するという今回の試み

に対し，効果的な学習につながると回答した学生の割合が相

対的に高かった．さらに，今回の取り組みの中で，多くの学

生が興味深かった点として，学生が作成した問題を共同利用

していること，および採点結果と解答が表示されること，の

二点を挙げていることがわかった．今後は，学習効果を数値

データなどで明らかにする一方，他分野での利用の可能性も

検討したい． 

 

■情報教育における学生支援について‐発達障害学生への

対応‐ 

三河 佳紀*1 

*1: 独立行政法人国立高等専門学校機構 苫小牧工業高等専

門学校 情報工学科 

本校ではここ数年，発達障害またはそ

の疑いのある学生の入学が増加している．

日本学生支援機構の調査報告でも，高等

教育機関においてこれら該当学生は増加

傾向にあると報告されている．これら学

生に対しては，全学的な修学支援が必要であり，著者が担当

する情報教育のいくつかの科目でも同様に支援を試みてい

る．これらの科目では新入生に対して，情報処理に関する各

種リテラシー教育を行い，必要不可欠な情報技術の基礎知識

を習得させることが目的である．実習を伴う情報教育では，

発達障害学生の支援方法を確立することが急務であり，常に

突発的な状況に即応できるように準備しなければならない．

本稿では，情報教育の現場，特にリテラシー教育とプログラ

ミング教育の実習において発達障害等の学生支援に焦点を

あて，試行を繰り返し実践してきた支援方法について,その

効果を検証したので報告する． 

 

■対面授業のムービーコンテンツ化と一定間隔での操作要

求を行うムービー配信サーバの構築 

松野 良信*1・田中 良一*2・NISHANTHA Giguruwa G.D. *3・

林田 行雄*4 

*1: 有明工業高等専門学校 電子情報工学科 

*2: 株式会社 DNP ファシリティサービス 総務部 

*3: 立命館アジア太平洋大学 アジア太平洋学部 

*4: 佐賀大学 理工学部 知能情報システム学科 

普通教室での対面授業において，手軽

に VOD を実現するムービーコンテンツを

作成する手法を検討し，簡易型の学習管

理システム(LMS, Learning Management 

System)を構築した．この LMS には，対象

者である学生の学習状況を把握するために，ムービーコンテ

ンツの視聴において，一定間隔で操作要求を行うことにより

視聴中の学生の操作履歴を記録するムービー配信サーバ機

能を実装した．この機能は学生の流し見防止に有効である．

さらに，操作履歴を分析することで，学生の授業内容の理解

度を把握できる．学生のつまずきがちなポイントを把握する

ことは，今後の授業改善にもつながる．本稿では，有明工業

高等専門学校電子情報工学科での対面授業のムービーコン

テンツ化と，動画配信サーバ機能を有する LMS の構築と運用

について報告する． 

 

■不安定ネットワーク向けの e-learning システムの提案 

佐藤 和彦*1・鈴木 雄士*2・Shrestha Dibesh*3・Dambar Raj 

Paudel*3・Bishnu Prasad Gautam*4 

*1: 室蘭工業大学 大学院 しくみ情報系領域 

*2: 室蘭工業大学 工学部 

*3: 室蘭工業大学 大学院 工学研究科 

*4: 稚内北星学園大学 
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本研究では，2011 年からネパール国ポ

カラ周辺の学校間を結ぶ無線メッシュネ

ットワーク網を整備し，地域の学校間に

コンピュータを用いた学習環境と，

e-learningシステムを利用した協調学習

支援環境を実現するための研究を進めている．この地域は地

形や気候が厳しく，通信状態や電力状態が不安定であるため，

整備した環境が安定して利用できない問題を抱えていた．そ

こで我々は，環境の改善を目指すのではなく，不安定なネッ

トワーク環境であることを前提とした上で安定利用が可能

な e-learning システムを新たに提案する．提案技術は，発

展途上国などのネットワーク環境が不安定な地域への応用

のみならず，災害時などでも安定したサービスが提供できる

技術としても可能性を有している．本稿では，提案するシス

テムの概要と，仮想サーバ上での実験によって提案システム

で用いられる技術の有効性を示すとともに，本研究の今後の

展開と可能性について述べる． 

 

■画像処理を用いた簡便な双方向システムの授業適用 

鎌田 洋*1・増田 和朗*2・寺田 正史*3 

*1: 金沢工業大学 大学院工学研究科 システム設計工学専

攻，情報学部 メディア情報学科 

*2: 金沢工業大学 大学院工学研究科 システム設計工学専

攻 

*3: 金沢工業大学 情報学部 メディア情報学科 

一斉授業において，1人の教員が多人数

の学生とコミュニケーションするために，

学生に複数の色付き紙カードを配布して

おき，教員の質問に対して学生が挙げた

回答に対応する紙カードを自動集計する

システムを提案した．このシステムは，Web カメラで学生が

紙カードを挙げた教室画像を捉えて画像処理することによ

り，回答の種類ごとに紙カードの枚数を自動取得するもので

ある．さらに，カードを正確に識別するためにカードのデザ

イン仕様を変更するとともに，学生の挙げたカードを広く捉

えるために 2台の Web カメラを採用して，これに伴い画像処

理プロセスを再構築して，カードの集計精度を改善した．本

論文では，さらにカードの認識精度を高めるために，カード

の画像処理と識別手法を改善した後，システムをコンパクト

に再構築して，実際の授業で適用したので報告する．画像処

理の改善では，カードの抽出において要となる 2値化処理に

おける閾値を画像の位置ごとに設定する処理を組み込んだ．

識別手法の改善では，カード色の平均のユークリッド距離で

はなく，カード色の分布を反映した最尤法による距離を用い

るように改善した．システムのコンパクト化では，2台の Web

カメラを 1台の三脚に取り付ける器具を開発して適用した．

以上の改善をもって，実際の授業に適用した結果，授業運営

が円滑になるとともに，さらなる課題を明確にした． 

 

■「色彩学習プログラム」開発のための基礎研究 

大岩 幸太郎*1・内田 裕子*2 

*1: 大分大学 教育福祉科学部 情報教育コース 

*2: 埼玉大学 教育学部 美術専修 

教員を目指す学生には，自らの色彩認

識の傾向を知り，その傾向を個性として

生かしつつ，色を適切に組み合わせて表

現する能力が，色彩感覚豊かな児童・生

徒を育成出来る教員の資質の 1つとし

て求められている．そのため，色彩に関する表現能力を習得

するための「色彩学習プログラム」の開発に取り組んでいる．

本研究では，1）Web 上で動作する「色彩感覚の傾向をみるソ

フト」において出題色 12 色と同色の作成及び似合う色の作

成をした際の回答色の調査，2）色材で出題色と同色を描く

調査，3）色彩についての意識と知識をみるアンケートの実

施，を行った．その結果，出題色と同色の回答においてズレ

の特徴が見られ，「色彩感覚の傾向をみるソフト」の有効性

が確認出来たことを受け，「色彩学習プログラム」の開発に

ついての課題を議論する． 

 

文責 鳥居 隆司（椙山女学園大学） 

 

 

【CIEC 第 102 回研究会報告】 
 

テーマ：高大接続で繋がる学びとは，何か 

日 時：2014 年 6 月 22 日(日) 13:00〜17:00 

会 場：大学生協杉並会館 2階 204・205 会議室 

参加者：26 名 

 

 本研究会は，CIEC 小中高部会が 2014PC カンファレンスの

セミナー1と連携して企画した。小中高教員，大学関係者，

企業関係者，大学生協職員等多彩な参加者があった。 

 

■開催趣旨説明 

 冒頭で，司会の大木誠一氏(元神戸国際大学附属高等学校)

より開催趣旨の説明があった。 

 2014 年 3 月，文部科学省から，「高校教育の質の確保・向

上に向けて」という副題のもと初等中等教育分科会高等学校

教育部会審議まとめ（案）と中央教育審議会高大接続特別部

会審議経過報告が発表されている。これは，高校教育・大学

入試・大学教育の在り方を一体としてとらえ，高校と大学に

おける教育の質保障と到達度テスト導入による高大接続の

改善・強化を図ろうとするものである。そこでは，大学の教

育内容改革で推進を求められている「能動的学修(アクティ

ブ・ラーニング)」に必要な力・スキルを高等学校で身に付

けることを求めている。本研究会は，2014PCC セミナー1の

前に，大学と中学・高校の間に存在する学びについての考え

方の違いを明らかにし，高大接続で求められる学びとは何か

を探ろうとするものである。とりわけ，高大接続で本当に繋

がなければならない学びは何かについて，情報教育だけでな

く尐し範囲を広げた形で，大学の情報教育と中学・高校の事

例を取り上げ具体的な議論を展開したい。 

 まず，大学生の実態を踏まえながら大学の情報教育が求め

る高校で身に付けて欲しい力やスキルを取り上げ，大学が求

めている中学・高等学校での学びについて考える。次に，中

学校・高等学校の事例として，中学校・高等学校・大学の一

貫教育プログラムのもと国際感覚と人間性を磨くことを目

的とした京都女子中学校・高等学校の専門学科ウィステリア

の取り組みと，生徒の思考特性・行動特性に適した授業を

Flipped Learning をまじえて展開している早稲田大学高等

学院からの事例をとおして，中学・高校の立場からどのよう

な学びが大学の学びに繋がるかを取り上げる。 

 

■講演１ 

大学初年次の情報教育の実情と高校教育への期待 

講師:中西 通雄氏(大阪工業大学情報科学部コンピュータ科

学科)  
 

 大学の立場から，高校の情報教育に期待することというテ

ーマでのお話。自己紹介からはじまり，ご自身の情報教育と

の関わりや大学新入生への「情報」履修アンケート結果に関
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する報告，大阪大学でのリテラシー教育内容，大学入試への

「情報」の導入などについて述べられた。 

 東京大学で継続して行っている新入生に対する履修状況

調査（高等学校普通教科「情報」の履修等状況調査 URL…

http://www.edu.c.u-tokyo.ac.jp/edu/result/result14.pd

f）によると，学生の 53％が履修科目を把握していないこと

や 77％が週 1時間しか学んでいないこと，70％の学生がタッ

チタイピングを身につけていないことなどが明らかになっ

ている。 

 実感としてプレゼンテーションは年々出来るようになっ

てきている。 

 なぜ高校では教科書がつかわれない

のかという疑問が出された。その問い

に対し，八百幸氏（早稲田大学高等学

院）は，「独自のオリジナルのテキス

トを使用している。『情報の科学』の

内容を取り込みたいということと，学内の情報環境を紹介し

たいということからである」とし，石谷氏（小樽桜陽高校）

は，「新学習指導要領になり指導する範囲が広がっているこ

とと，教科書の内容が古くなってくるので，それを補う副教

材が主になるためである」と答えた。 

長年携わった大阪大学（人間科学部及び文学部）でのリテ

ラシー教育について，授業資料は全てWEBに置いてあるとし，

その教授内容について詳しく説明された。具体的には，プロ

グラミングやプレゼンテーション（情報倫理に関するテーマ

を与えて，レジュメまで作成させる），大学でレポートを書

くために必須のワードの使い方などポートの書き方，表計算

の基本（簡単な計算，絶対参照，グラフ作成）などを行って

いる。 

 プログラミングの導入の背景に，UNESCO の ICT 教育（高校

段階における）に関する提言がある。重要なのはミニプログ

ラマーを養成するのではなく，プログラマーがどのように考

えるかを知ることが大切であるということだ。情報処理学会

の提言では，プログラミング言語を教育するのではなく，問

題発見してそれを解決するシステムを作りだすこと。 

 大阪大学では，要求仕様のまねごとみたいなものを作らせ

たことがある。実際には PEN（日本表記のプログラミング環

境）を使用している。 

 高校の教科「情報」への期待としては，仕組みをきちんと

教えて欲しい。教科書に基づいた知識を教えて欲しいという

こと。単に基数変換だけに留まるのではなく，何のために 2

進法，16 進法が必要なのかとか，ネットワークの仕組みをち

ゃんと教えるとか。 

 是非色々な学会に意見を出してもらいたい。大学の先生と

タイアップして改善して行ける方向になることを期待して

いる。 

 小中学校にはカリキュラムとして

「情報」が無い現状を踏まえて考えて

行きたい。中学校との連続性が難しい

という問題もある。親学問をきちんと

定義しなくてはならないが，日本では

情報教育≠情報科学教育という立場

で独自路線である。アメリカでは明確に情報科学であるのに

比べ，思い切ったことが出来ていないのでは 

 その後，大阪大学での 15 回の授業の評価はどのように行

っているのかという質問や，スマートフォンでのフリック入

力や音声入力が一般的になっているため，キーボード入力の

指導は不要ではという意見が出された。それに対し，タッチ

タイピングは効率的にレポートを作成するに必須との回答。

また，大学入試科目になることへの懸念する意見もだされた。 

 

■講演２ 

中高 6年間で身につけておくべきこと ～大学での学びを見

据えて～ 

講師：平田 義隆氏(京都女子中学校高等学校) 

 

 自己紹介と学校紹介の後，ウィステ

リアコース（京都女子大学進学を見据

えた中学校から大学までの 10年間一貫

コース）について,これまでの成果を含

めた報告があった。 

 Wisteria（スクールフラワー：藤の花）コースの目標は，

国際社会で活躍できる「京女人」の育成で，特色は茶道・華

道の時間が週 2時間あることと，高校 2年までに総合的な学

習の時間を使い，体験学習を取り入れていることである。 

 浄土真宗の学校なので，事前調べ学習を行った上で，お念

珠作りや工場見学を行っている。失敗することがわかってい

ても，事前にアドバイスしないであえて失敗させて体験から

学ばせるようにしている。つまり型を教えるのではなく体験

させることを重視している。 

 その後，「ウィステリアリサーチ」という正規の授業で取

り組み，調べてまとめて発表するという活動を行い，最終的

に冊子にまとめさせる。 

 海外研修，テーブルマナー講習会，英語教育の充実，第 2

外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，コリア語の 4カ国

語を学習）の早期導入（高 3）などにより，大学では第 2外

国語を理解して選択することができるメリットがある。また，

高校生のうちから大学の授業を受講でき，大学入学後に単位

認定されるシステムもある。 

 資格取得にも力をいれており，英検，TOEIC，日本語能力

検定を受検させている。ちなみに生徒は TOEIC の目標を 600

点〜700 点に置いている。 

 Wisteria で付けたい力を一言でいうと，文部科学省で言っ

ている「生きる力」である。さらには経済産業省で定義した

「社会人基礎力」。つまり「前に踏み出す力」，「考え抜く

力」，「チームで働く力」の 3つの能力（12 の能力要素）を

身に付けてもらうためのカリキュラムやプログラムを用意

している。 

 受験が無いだけに，大学入学後に自分自身で学んで行くた

めの力を身に付けさせたい。 

 

■講演３ 

教員が求める授業と生徒が求める授業 ～思考特性と行動特

性の差異から生まれる得意・不得意～ 

講師：吉田 賢史氏(早稲田大学高等学院) 

 

 思考特性と行動特性についてと，聞き手の特性を読むとい

う内容での報告があった。 

 音声による「Apple」という単語を聞

いて，言葉が浮かんだかイメージが浮か

んだかにより，思考特性を四つに分類が

できる。実際に本校で今年の中学 1年生

行ってみると，リンゴの絵が浮かんだ子

供，絵が先に浮かんだ後で言葉が浮かんだ子供，言葉が浮か

んだ後に絵が浮かんだ子供とさまざまな子供がいる。大きく

分けると言葉派とイメージ派に分かれ，さらに言葉は，簡潔

な記述を好む子供と詳細な記述を好む（アレンジされるのを

嫌う）子に分かれる。一方，文字自身が嫌いだという子供も

いて，図を使って関係だけの説明を好む子供と，写真と映像

を使っての説明を好む子に分かれる。 
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 これを教員に当てはめると板書のスタイルに現れる。教員

と生徒の思考特性の差異をどう受け止め発信するのかが問

題である。 

 もう一つは行動特性について，自己表

現性，自己主張性，柔軟性に分けて分析

すると，教員と生徒の相性に大いに関連

性がある。つまり，同じ生徒でも教員の

特性によって評価が全く変わってしま

うことがある。 

 ミスマッチがあると，その教科に対する影響も出てくる。

どのような板書がわかりやすいのか子供達にアンケートを

取ったが，さまざまで，全ての子供に合わせることも無理で

ある。結論としては，板書は避けて，スライドを利用してい

る。授業はどちらの表現も出来るスライドベースで行ってい

る。ただ，各特性別のスライドを作るのは大変なので，簡単

な解説を加えてYouTubeにスライドをアップロードしておい

て事前に見ておくように指示した。ただ，事前に YouTube を

見る子供は特定の特性に限られるので，教科書の説明が合う

子へは教科書を利用するように指示した。尐し工夫すること

によって，すべての特性の子供達に合う教材を用意すること

は可能である。 

 3，4 分の間に生徒のノートを iPad で撮影し共有していく。

1問に 40 分ほどかける授業展開している。わかり方の違いを

認識させることが重要である。そのうち，相手の思考特性や

行動特性を読んで解答を書いて来るようになる。 

 色々な参考書があるあるので，先生にあまり求めないでど

うやったら伝わるかを考えさせる。社会に出たらさまざまな

特性を持つ人がいるので，それを理解して伝えるようにしな

ければうまく行かない。 

 聞き手の特性を読んで，かつ，合わせることができる子供

は成績が向上し，得意科目になる。一方，自分の特性がわか

らない，だから，どうしていいかわからない子供は，成績が

ふるわないで，不得意科目になってしまう。 

 プログラミングを例にすると，教科書キッカリと理解し，

サンプルそのまま入力して行く子供は，次のステップに進め

ない場合が多い。習うより慣れろは苦手である。 

 最後に，反転学習について，思考特性の差を顕在化させ，

行動特性を活かして，指名順を考慮することが重要。ICT は

必要最小限にして，思考特性をあわせた教材を準備して，ICT

を必須としないということが重要。映像系は YouTube を活用

している。ノートベースの授業展開を行っている。 

 

■意見交換 

 初めに中西氏よりいかに問題解決について取り扱うかに

ついての問題提起がなされた。その後，問題解決をどのよう

に扱うかについて，多くの参加者からさまざまな意見が出さ

れ，議論が深まった。 

 最後に，司会の大木氏より 2014PCC セミナー1についての

告知があり閉会した。 

 

文責 高瀬敏樹（北海道札幌旭丘高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

[2014 年 7 月] 

1 火  役員選挙電子投票受付 

15 火 役員選挙電子投票締切 

17 木 選挙管理委員会開催 

18 金  監事会  

30 水  生協職員部会世話人会 

 

[2014 年 8 月] 

7 木  2014PC カンファレンス第 2回実行委員会 

2013 年度第 5回 CIEC 理事会 

8 金  2014PC カンファレンス(札幌学院大学) 

テーマ「「地方」教育の未来を創る 」 

9 土  2014PC カンファレンス(札幌学院大学) 

2014 年度一般社団法人 CIEC 定時社員総会 

2014 年度第 1回 CIEC 理事会 

第 61 回会誌編集委員会 

小中高部会世話人会 

10 日  2014PC カンファレンス(札幌学院大学) 

26 火 生協職員部会世話人会 

CIEC 活動日誌 

 


